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「メディア・デザイン」に対する一般的な認識と研究動向の調査
Research Note : Survey of General Recognition and Research Trends 
for "Media Design"
井田　志乃
「メディア・デザイン」という語に対する一般的な認識と「メディア・デザイン」関連の
研究動向について調査した．「メディア・デザイン」に関連した書籍タイトル，及び，「メディ
ア・デザイン」に関連した論文タイトルを抽出しテキストマイニングを用いて分析した．そ
の結果，書籍タイトルにおいては，デザイン分野における技術的な単語が頻出する傾向があ
り，一般的に「メディア・デザイン」という語はグラフィックソフトを用いて制作する技術
に偏って認識されている可能性が示唆された．論文タイトルにおいては，技術的な単語のみ
ならず，工学やコミュニケーションに関連する単語も頻出しており，「メディア・デザイン」
の幅広い分野と関わりが示唆された．
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Ⅰ　はじめに
 「メディア」と「デザイン」の複合語である「メディア・デザイン」という語は，研究分野や用い
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られる場面によって定義や考え方が異なる．筆者は，既存のメディアをデザインする側面と新しい
メディアをデザインする側面があると捉えて教育及び研究を実践しているが，「メディア・デザイン」
に関わる人の数だけ異なる考え方が存在するのではないだろうか．
勝井ら（2017）による『最新 現代デザイン事典』を確認すると，「メディア・デザイン」という項
目は設けられていないことがわかる．一方，同じ「メディア」という語を含む複合語である「メディア・
アート」は，1963年にナムジュン・パイクとヨーゼフ・ボイスによる最初の表現行為からの歴史や
現況が明記されており，専門書籍の項目の有無からも「メディア・デザイン」の定義の難しさを考え
させられる．
一般的に「メディア・デザイン」はどういう概念として認識され，研究者は「メディア・デザイン」
についてどのように考え研究を進めているのであろうか．本研究では「メディア・デザイン」という
語の多義性に着目し，世間での一般的な認識や学術論文における研究動向の一端を調査することに
より「メディア・デザイン」の輪郭を検討することを目的とする．
Ⅱ　方法
書籍及び研究論文のデータベースから調査対象のテキストを抽出し，テキストマイニングを用いて
「メディア・デザイン」という語の認識や研究動向を明らかにする．
特定の語の世間の認識について，書籍タイトルを手がかりにする方法は，中園（2012）を参考にする．
中園（2012）は，「情報リテラシー」という語に対する世間の認識を明らかにするためにオンライン
書店 Amazon.co.jp （以下，Amazonと略す）を用い書籍タイトルに限定して調査と分析をおこなっ
ており，「情報リテラシー」に対する認識について情報研究等の分野と世間との剥離を考察している．
また，研究動向の調査については，国立情報学研究所の論文情報ナビゲーター（以下，CiNiiと略す）
の論文タイトルを手がかりにする．研究動向を調査するために，学術論文のデータベースや学会誌
に掲載されている論文タイトルを拠り所としている研究が様々な分野で報告されている．近年の研究
では，畑野（2018）の子どもの「運動遊び」に関する研究動向の研究，厨子（2018）のスクールソー
シャルワーク研究の動向研究，小田切（2014）の政策系大学における研究動向の研究，城丸ら（2012）
の「ストレスとコーピング」研究の動向研究，宮川ら（2010）の義務教育段階における情報モラル
教育に関する研究動向の研究などがあり，本研究でもこれらの研究方法を参考とする．
抽出した書籍タイトル及び論文タイトルの分析は，テキストマイニングを用いる．中園（2012）は，
抽出した書籍タイトルに含まれる単語から内容を推測し分析をしていたが，本研究では書籍タイトル
の分析についてもテキストマイニングを用いることとする．
テキストマイニングには，樋口（2001）の KH Coder を使用する．バージョンは，2018年 10月
21日に公開された 3.Alpha.14b を使用した．
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Ⅲ　「メディア・デザイン」に対する認識
１　調査対象の抽出と分析方法
「メディア・デザイン」という語に対する一般的な認識を確認するための書籍タイトルの抽出には，
前述の中園（2012）による方法に倣い，オンライン書店 Amazonの書籍データベースを用いた．
Amazonの検索システムにおいて，検索カテゴリーを「本」とし，詳細検索画面にて書名に「メディ
ア・デザイン」という語を入力，出版年月を「2018年」以前に設定し検索した．書名に入力する検
索語は，「メディア・デザイン」で検索した場合でも「メディアデザイン」で検索した場合でも「メディ
ア」と「デザイン」の 2つの語で検索した場合でも検索結果は同一であった．
検索結果よりリストを作成した（以下，この結果を「一次抽出書籍」とする）．2017年 10月 29
日において，検索結果は 82件だった．一次抽出書籍から，カレンダーなど書籍でないものと和書で
ないものを除外し，さらに，繰り返し出現した同一の雑誌名称を1件とし，53件のリストを作成した（以
下，この結果を「二次抽出書籍」とする）．
二次抽出書籍についてデータベース上で確認できる出版年毎の書籍件数の推移を整理するととも
に，KH Coder を用いてテキストマイニングをおこなった．
２　分析結果
（1）文献件数の推移
二次抽出書籍の出版年による推移を図 1に示す．書籍タイトルに「メディア」と「デザイン」を
含む書籍は 1985年に出版されたものが確認されてから，1994年以降は年によって増減があった
り現在の Amazon では検索結果に出現しない年があったりするものの，コンスタントに出版され 
Amazon のデータベースに追加されていることがわかる．
 
図1　書籍件数の推移
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（2）単語頻出分析
二次抽出書籍にて 2回以上出現した単語の一覧を表 1に示す．「デザイン」が最も出現回数が多く
49回，次いで「メディア」が 31回となった．未知語として「InDesign」，「Illustrator」，「Photoshop」
といったグラフィックソフトの名称が複数回出現している．
表1　2件以上出現した単語
 
（3）クラスター分析
二次抽出書籍にて 2回以上出現した単語の階層的クラスター分析（最小出現数：2，方法：Ward
法，距離：Jaccard）の結果を図 2に示す．クラスター分析の結果，7つのクラスターで構成される
デンドログラムが作成された．各クラスターについて，その特徴語と解釈を示す．クラスター 1は，
「Photoshop」，「Illustrator」といったグラフィックソフトの名称や「テクニック」，「作成」といった
作ることについての単語が目立っており，「制作」関連のクラスターと考えられる．クラスター 2は，「表
現」「視覚」といった「可視化」についての単語で構成されていると考えた．クラスター 3の「InDesign」
もグラフィックソフトの名称であるがページネーションを伴う編集やレイアウトに優位性があるソフ
トであり，同時に「編集」という単語も含まれ，「編集」関連のクラスターと考えられる．クラスター
4は，「手法」，「展示」，「実態」という単語で構成されている．クラスター 4は，「成果発信」につい
てのクラスターではないだろうか．クラスター 5は，「Web」「Macromedia」といった単語で構成さ
れており，「Web」関連のクラスターであると考えられる．クラスター 6は，「情報」，「インターネット」，
「マルチメディア」，「活用」といった単語で構成され，「情報・マルチメディア」関連のクラスターと
考えられる．クラスター 7は，「デザイン」，「メディア」といった頻出単語の他に「プレゼンテーショ
ン」，「グラフィック」，「アート」といった単語で構成されており「見てもらうための技術」のクラスター
と考えられる．
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図2　2件以上出現した単語の階層的クラスター分析結果
Ⅳ　「メディア・デザイン」の研究動向
１　調査対象の抽出と分析方法
CiNiiを使用し，2017年までに発刊された文献について，検索対象情報に「メディア・デザイン」，
または，「メディア」と「デザイン」の 2つの語を含む文献を検索し，調査対象文献を抽出した（以下，
これを「一次抽出文献」とする）．CiNiiのフリーワード検索において，検索語に「メディア・デザイン」
を用いた場合と「メディアデザイン」を用いた場合の検索結果は同一だった．
論文タイトルに「メディア・デザイン」，または，「メディア」と「デザイン」の 2つの語が含まれ
ない場合でも，内容が「メディア・デザイン」に関連する論文が存在する可能性があるため検索に
はフリーワード検索を用いた．検索式は，「メディア・デザイン　OR　(メディア　&　デザイン )」
とした．検索期間の設定には，詳細検索画面の「出版年」項目を用い，期間の始点は空欄とし，終
点に「2017」を入力した．2017年 10月 29日において，検索結果は 1831件だった．
次に，一次抽出文献をもとに，宮川ら（2010）や畑野（2018）を参考に調査対象文献の絞り込み
を行った（以下，これを「二次抽出文献」とする）．宮川ら（2010）は，一般的に学会発表の要旨は，
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題目が異なる場合でも内容が学会誌及び研究報告と同一の場合が多いことから調査対象から除外し
分析している．しかし，デザイン分野の研究発表等においては学会発表要旨がその他の学会誌や研
究報告と重複しない場合も多いため，本研究においては学会発表の要旨や 4ページに満たない文献
についても調査対象として，二次抽出文献に残した．一般雑誌は除外し 1810件を二次抽出文献とし
た．さらに，論文タイトルの内容に関係のない行頭の学会における発表番号や連番，そして論文の
種類についての記述は論文タイトルより削除した．
CiNiiに登録された最も古い文献から 2017年までに発刊された文献について，発刊件数の推移の
確認のために整理するとともに，二次抽出文献を KH Coder を用いてテキストマイニングをおこない，
分析結果を確認した．
２　分析結果
（1）文献件数の推移
二次抽出文献の発刊年による推移を図 3に示す．同一名称のため 1件とした雑誌については，創
刊された年の件数に含めた．「メディア・デザイン」，または，「メディア」と「デザイン」の 2つの
語を含む文献は，1967年以降から出現し 2012年までは増加傾向だったが，2012年を境に 2017年
まで減少傾向にある．
 
図3　文献件数の推移
（2）単語頻出分析
二次抽出文献にて 16回以上出現した上位 200語の一覧を表 2に示す．「デザイン」が最も出現回
数が多く 711回，次いで「メディア」が 474回となった．頻出している名詞としては「研究」，「教育」，
「開発」，「情報」，「システム」といった単語が続いている．
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表2　16件以上出現した単語
 
　
（3）クラスター分析
二次抽出文献にて40回以上出現した単語の階層的クラスター分析（最小出現数：40，方法：Ward法，
距離：Jaccard）の結果を図 4に示す．クラスター分析の結果，8つのクラスターで構成されるデン
ドログラムが作成された．各クラスターについて，その特徴語と解釈を示す．クラスター 1は，「授業」，
「研修」，「教授」などの単語で構成されており，「教育」関連のクラスターと考えられる．クラスター
2は，「芸術」，「表現」，「映像」などの単語で構成されている．そのため，「表現」についてのクラス
ターではないかと考えられる．クラスター 3は，「口頭」「発表」の 2つの単語で構成されており，「発
表」についてのクラスターであることがうかがえる．クラスター 4は，「デザイン」，「メディア」といっ
た頻出単語に加え，「調査」，「研究」などの単語で構成されることから，「研究」関連のクラスターと
考えられる．クラスター 5は，「支援」，「学習」といった単語に特徴があり，「学習」に関するクラスター
のようである．クラスター 6は，構成する単語が最も多いクラスターで，「コンテンツ」，「デジタル」，
「社会」，「情報」，「WEB」といった単語で構成されている．このクラスターは「デジタル・コミュニケー
ション」関連のクラスターではないだろうか．クラスター 7は，「画像」，「処理」といった単語から「画
像処理」のクラスター，クラスター 8は，「マルチメディア」，「応用」といった特徴的な単語から「応
用」についてのクラスターと考えられる．
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図4　40件以上出現した単語の階層的クラスター分析結果
Ⅴ　おわりに
本研究では，書籍タイトルを拠り所として「メディア・デザイン」という語の一般的な認識を，論
文タイトルを拠り所として「メディア・デザイン」の研究動向を分析した．
書籍のタイトルには，グラフィックソフトの名称や「テクニック」，「作成」，「編集」，「制作」といっ
た技術的な単語が頻出している．書籍タイトルを手がかりにすると，世間において一般的に「メディ
ア・デザイン」は，技術よりの語として認識されている可能性が高いことがうかがえる．
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論文タイトルでは，「研究」，「教育」，「授業」，「高専」，「大学」といった研究や教育関連の単語が
頻出するのは，学術論文の性質上想定可能な結果であった．さらに，書籍タイトルの頻出単語にも
みられた「WEB」や「マルチメディア」という単語に加えて，「開発」，「システム」，「プログラム」，
「感性」，「インタフェース」などの単語が出現するのは，「メディア・デザイン」が幅広い分野におい
て研究されていることのあらわれだろう．
現段階では，書籍及び論文のタイトルのみを分析対象としたため，それぞれの結果からの考察に
も限界があった．今後はさらに調査対象を広げるとともに，書籍や論文の内容についても分析対象
とすることを課題としたい．
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